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繊
維
の
街
・
足
利

　

日
本
の
繊
維
産
業
と
と
も
に
発
展

し
て
き
た
足
利
。
市
内
製
造
業
の
事

業
所
数
に
占
め
る
繊
維
関
連
事
業
所

の
割
合
は
、
今
な
お
、
３
割
を
超
え

ま
す
。

　

足
利
は
タ
オ
ル
や
デ
ニ
ム
な
ど
の

特
定
製
品
の
産
地
で
は
な
い
た
め
、

繊
維
産
地
と
し
て
の
全
国
的
な
知
名

度
は
高
く
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

大
手
メ
ー
カ
ー
な
ど
か
ら
の
受
注
生

産
に
よ
り
、
高
度
な
技
術
を
培
っ
て

き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
多
種
多
様
な

業
種
の
繊
維
事
業
者
が
集
結
し
て
い

る
の
も
特
徴
の
一
つ
で
す
。

抱
え
る
課
題

　

し
か
し
最
近
で
は
、
生
産
コ
ス
ト

が
抑
え
ら
れ
る
輸
入
品
の
急
増
に
よ

り
、
大
手
メ
ー
カ
ー
か
ら
の
受
注
が

減
り
、
事
業
者
数
も
減
少
し
て
き
て

い
ま
す
。
国
内
市
場
は
大
手
メ
ー
カ

ー
ご
と
に
仕
入
、
加
工
、
流
通
な
ど

の
ル
ー
ト
が
確
立
さ
れ
て
お
り
、
既

存
の
営
業
ル
ー
ト
で
は
自
由
な
販
路

開
拓
が
困
難
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
小
規
模
事
業
者
の
割
合
が

高
く
、
高
齢
化
に
よ
る
事
業
承
継
が

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

足
利
サ
ム
ラ
イ
フ
ァ
イ
バ
ー
と
は

　

そ
の
よ
う
な
中
、
業
種
の
垣
根
を

超
え
て
、
平
成
27
年
に
結
成
さ
れ
た

の
が『
足
利
サ
ム
ラ
イ
フ
ァ
イ
バ
ー
』

で
す
。
個
々
の
事
業
者
で
は
難
し
い

事
業
に
連
携
し
て
取
り
組
む
こ
と
で
、

『
繊
維
産
地
足
利
』全
体
の
復
興
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　

国
の
地
方
創
生
推
進
交
付
金
を
活

用
し
て
、
繊
維
産
地
足
利
の
持
つ
高

い
技
術
力
を
国
内
外
に
発
信
し
、
新

た
な
販
路
の
開
拓
や
新
商
品
の
開
発
、

人
材
の
育
成
や
交
流
な
ど
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

当
初
は
11
社
で
発
足
し
ま
し
た
が
、

連
携
が
広
が
り
、
現
在
は
18
社
が
参

加
し
て
い
ま
す
。
フ
ラ
ン
ス
・
パ
リ

で
の
海
外
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
国
内

美
術
大
学
と
の
人
材
交
流
な
ど
、
足

利
繊
維
の
サ
ム
ラ
イ
た
ち
の
挑
戦
を

紹
介
し
ま
す
。

田辺スクリン型工業
株式会社

朝日染色
株式会社

岩崎編織
株式会社

ガチャマンラボ
株式会社

サンポープラス
株式会社

株式会社
セイホウ

株式会社
田野商店

鶴貝捺染工業
有限会社

有限会社
トーゴースクリーン

有限会社
いろどり

有限会社
初山染工

有限会社
ワダノブテックス

株式会社
モテギ

株式会社
赤坂アートプラン

株式会社
田辺レース

有限会社
スダ

有限会社
山口スクリーン巧芸社

株式会社
富田商店

繊維の街・足利
18人のサムライによる挑戦
繊維産地足利の復興を目指す１８人の繊維事業者たち。足利ファイバーテクノ
ロジープロジェクト（通称・足利サムライファイバー）にかける想いとは――。

商工振興課・☎⑳２１５７

市内の繊維関連事業所数
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Pick Up!

お
知
ら
せ

税

福 

　 

祉

募 

　 

集

子  

育  

て

健 

　 

康

働 

　 

く

講
座
・
教
室

イ
ベ
ン
ト

施 

　 

設

相 

　 

談

　

平
成
28
年
、
世
界
の
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
の
中
心
地
、
パ
リ
で
展

示
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
メ
ン

バ
ー
各
社
の
製
品
サ
ン
プ
ル
を

展
示
し
、
足
利
の
持
つ
高
い
技

術
力
を
紹
介
。
現
地
の
若
手
デ

ザ
イ
ナ
ー
や
大
手
メ
ー
カ
ー
の

素
材
担
当
者
な
ど
が
訪
れ
、
興

味
を
示
し
て
い
ま
し
た
。

深
め
ま
し
た
。
世
界
に
羽
ば
た
く
未

来
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ク
リ
エ
ー
タ
ー

た
ち
に
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
は
、
将
来
、

大
き
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
に
つ
な

が
り
ま
す
。

　

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
専
門
学
校

な
ど
の
要
請
で
、
メ
ン
バ
ー
が
講
演

や
授
業
な
ど
を
実
施
。
昨
年
３
月
に

初
山
染
工
が
ポ
ー
ル
・
ポ
ワ
レ
専
門

学
校
で
炭
染
め
の
授
業
を
行
い
、
そ

の
実
習
で
染
め
た
生
地
で
学
生
た
ち

の
デ
ザ
イ
ン
し
た
衣
装
が
、
12
月
に

ル
ー
ブ
ル
美
術
館
で
展
示
さ
れ
る
に

至
り
ま
し
た
。
学
校
か
ら
は
教
材
と

し
て
生
地
提
供
の
依
頼
も
あ
り
、
パ

リ
で
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
成
果
が

実
を
結
ん
で
き
て
い
ま
す
。

れ
な
い
な
が
ら
も
興
味
深
く
、
そ
の

技
術
を
体
感
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

史
跡
足
利
学
校
な
ど
を
散
策
し
て
、

ま
ち
の
雰
囲
気
に
も
触
れ
て
も

ら
い
、
足
利
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し

ま
し
た
。

　

今
後
も
工
場
見
学
の
ほ
か
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
受
け
入

れ
な
ど
を
展
開
し
、
さ
ま
ざ
ま

な
交
流
を
通
し
て
、
足
利
の
知

名
度
の
向
上
を
図
り
、
人
材
を

呼
び
込
む
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

人
材
を
足
利
に

美
術
大
学
生
に
技
術
と
魅
力
を
Ｐ
Ｒ

　

ま
た
、
ト
ッ
プ
ブ
ラ
ン
ド
で
活
躍

す
る
人
材
を
多
く
輩
出
し
て
い
る
パ

リ
の
服
飾
系
専
門
学
校
と
も
交
流
を

　

平
成
28
年
に
多
摩
美
術
大
学
で
、

昨
年
は
横
浜
美
術
大
学
で
、
メ
ン
バ

ー
が
講
師
と
な
っ
て
特
別
講
義
を
行

い
ま
し
た
。
若
き
ク
リ
エ
ー
タ
ー
の

中
で
、
繊
維
産
地
足
利
の
知
名
度
を

上
げ
る
と
と
も
に
、
就
職
先
の
選
択

肢
の
一
つ
と
し
て
、
足
利
に
興
味
を

持
っ
て
も
ら
う
狙
い
が
あ
り
ま
す
。

学
生
た
ち
は
、
講
義
後
も
各
社
の
サ

ン
プ
ル
生
地
を
手
に
取
り
な
が
ら
熱

心
に
質
問
を
す
る
な
ど
、
関
心
の
高

さ
が
伺
え
ま
し
た
。

　

横
浜
美
術
大
学
と
は
平
成
29
年
に

学
生
を
足
利
に
迎
え
て
、
１
泊
２
日

の
工
場
見
学
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

実
際
に
手
捺
染
の
作
業
を
体
験
。
慣

フランス・パリでの展示会

専門学校での授業の様子
朝日染色の工場見学で手捺染体験

サンプル生地を手に取りながら質問をする学生たち

特集  足利サムライファイバー

フ
ラ
ン
ス
・
パ
リ
で
展
示
会
を
開
催

ク
リ
エ
ー
タ
ー
の
卵
た
ち
と
交
流
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